
編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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29日（火）＝３面

28日（月）＝夕刊特集ワイド

BTS（防弾少年団）
の快進撃は止まらず、
そればかりか、韓国発
の歌とダンスに世界中
が魅了されています。
感動の秘密について、
韓国語の特質などをま
じえて解き明かしたの

が、新著「K-POP原
論」を発表した言語学
者の野間秀樹さんです
＝写真。
野間さんは「K-POP

は声とことばと音と光、
身体が織りなす至福の
宇宙」とも表現してい

ます。野間さんに、
BTSの魅力をたっぷり
と聞きました。

春闘で賃上げはどうなる

野間秀樹さんのBTS論

春闘の賃上げ目標について語る
連合の芳野友子会長（左）

東
京
工
業
大
＝
写
真
＝
は
２
０
２
４

年
春
の
入
学
試
験
か
ら
「
女
子
枠
」
を

導
入
し
ま
す
。
男
女
の
学
生
数
の
不
均

衡
を
是
正
す
る
の
が
狙
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農薬汚染が問う植民地主義
27日（日）＝１、３面

世界的なインフレや
円安の影響で幅広い品
目の値上げが続いてい
ます。2023年の春闘は、
物価高に見合う賃金上
昇が実現するか注目さ
れています。
連合は賃金を底上げ

するベアと定期昇給分

を合わせ5％程度の賃
上げを求めています。
しかし、多くの企業は
大幅なベアには慎重な
様子です。特に中小企
業や非正規の待遇改善
が必要ですが、厳しい
状況です。個々の収入
を増やすには賃上げ以

外に何が必要なのかに
ついても考えます。
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今年４月のフランス大統領選の
決戦投票。現職のマクロン大統領
が再選されましたが、カリブ海に
浮かぶ仏海外県の島、マルティニ
ク＝写真＝では、極右のルペン候
補が勝ちました。衝撃だったのは、
この島が植民地主義を告発する文
豪たちを輩出した島として世界的

に知られてきたからです。
植民地独立の機運を育んだ島で

なぜ人種差別的と批判される極右
候補が勝ったのか。浮かび上がっ
てきたのはクロルデコンという農
薬による汚染の問題でした。島の
実情と仏本土に対する島民の複雑
な思いを探りました。
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